




研究要旨 生活習慣の基礎づくりがなされる幼児期の日常的な身体活動の減少は大きな問

題である。日常的な身体活動を量的、質的に評価する方法として歩数(万歩)計が実用的で

あることがわかった。最近の幼児はほとんど全員が保育所、あるいは幼稚園に通っており、

保育所や幼稚園での生活様式が幼児の日常的な身体活動を規制していることも明らかにな

った。たとえば、日常の平均歩数は通園 17,620 に対して自宅日 13,978 ということは保育

所での昼寝時間などが関係していると思われる。大人の側が子どもの身体活動量を多い、

あるいは少ないと評価していることには妥当性があることが分かった。さらに、幼児を自

主的に楽しく運動させるために、「しっぽとり鬼ごっこ」と「室内サッカー」を比較し、遊

びとスポーツの運動量の違いや幼児の日常生活状況から運動量を嵩める要因を検討した結

果、遊びが運動量を増すことに関係していた。 


